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だ確定していないが、新疆チャハル方言 1、トルグード方言 2、ホシュード方言等（図 1-1 3
参照）がよくあげられる。新彊チャハル方言はオイラド方言一般とは主に音韻や語彙の
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べてが含まれた単語を選んだ。表 3-1 に分析資料 10を示す。 















9 内モンゴルのチャハル方言では、女性母音の/i,i/と第 1 音節において対立する男性母音の/,/の存在が広
く認められている。ただし、その/,/もしくは[,]が新彊チャハル方言にも存在するかどうかに関しては諸
説が異なる立場を示している（バータル 1999、赵杰 2008、スチンバータル 2006 参照）。 
10 本研究は主に/o(o)/と/u(u)/をターゲットしているため、単語のサンプルをほかの母音（母音ごとに 4 単



























分析資料は、2011 年 8 月に現地へ赴き、民家で収録したものである。録音にはパソコ
ン（IBM）とマイク（SONY 社製、ELECTRET CONDENSER MICROPHONE ECM-44B）
を使用した。パソコンに直接録音された音声データはサンプリングレート 48kHz、量子
化 16bit で WAV ファイルとして保存した。フォルマント（F1·F2·F3）の解析は、フリー




4.1.  フォルマント 
                                                                                                                                                            
語）より多め（13 単語）に選んだ。また、語頭に子音が来る場合は、「両唇―歯茎―硬（軟）口蓋」といっ
た調音位置に関する条件も多少考慮し選択した。なお、表 3-1 に上げた音声資料は、その第 2 音節以降に/e/
という一つの短母音音素を立てて表記している。また、新彊チャハル方言とトルグード方言の単語が音韻
面で違ってくる場合は、トルグード方言の単語を括弧の中に入れて示している（例えば、トルグード方言
の単語を T: /kelen/のように示している。注 10 参照）。 
11 表やグラフ化上の便宜を図り、新彊チャハル方言を Stj、トルグード方言を T、内モンゴルのチャハル方
言を Utj と記したところがある。 
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母音  F1 F2 F3 F1 F2 F3 
/b/ 686 1290 2622 /bi/ 311 2221 3011 
/db-/ 615 1273 2569 /bile/ 331 2184 2864 




/b/ 707 1296 2675
/i/
/i/
/id/ 326 2185 2869 
/te-/ 431 1940 2536 /del/ 418 1597 2827 
/debel/ 388 2111 2772 /idber/ 402 1788 2870 




/de/ 440 2038 2735
//
//
/xted/ 12 431 1308 2711 
/æn-/ 634 1646 2835 /bule/ 414 750 2764 
/tæl-/ 580 1663 2782 /u/ 382 704 2890 




/tæb/ 580 1592 2800
/u/
/u/
/tu-/ 402 846 2746 
/bol/ 491 899 2971 /obtæ/ 438 1628 2516 
/dol/ 559 1024 2764 /xorxu/ 456 1237 2516 




/tos/ 554 1028 2834 /due/ 326 1571 2413 
/box/ 413 1133 2519 /dulæ/ 335 1752 2569 
/bol-/ 448 1326 2589 /u-/ 357 1060 2448 
/borxe/ 398 1202 2516 /xure/ 359 1131 2604 
/dood/ 456 1841 2640 /nul/ 361 1789 2551 
/mor/ 438 1291 2516 /nux/ 367 1131 2373 
/obde/ 438 1202 2444 /u/ 314 1489 2516 
/xobe/ 420 1042 2480 /tuxæ/ 343 1133 2606 
/or/ 456 1433 2551 /ud/ 326 1202 2356 
/ord/ 442 1456 2498 /uxer/ 317 1133 2519 






/sod-/ 396 1361 2427
/u/
/u/
/ulu/ 314 1060 2409 
 
                                                  
12 /xted/（漢人）、/xmd/（安い）、/xru/（霜）などのように、/x/が前置した場合の//は、その F2 の値が
1300Hz-1350Hz まで下がって、[]に近い母音として実現している。//の分布に興味深い特徴が見えてきた
が、今後さらにデータを増やして確認したい。 
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表 4-2：新彊チャハル方言の母音におけるフォルマント値（平均値。Hz） 
母音 /()/ /e(e)/ /i(i)/ /()/ /æ(æ)/ /o(o)/ /u(u)/ /o(o)/ /u(u)/ 
F1:M 667 406 323 396 598 537 414 436 338 
F2:M 1245 2064 2212 1819 1628 976 764 1345 1298 
F3:M 2618 2694 2884 2838 2780 2816 2840 2524 2472 
 
また、表 4-1 の値を再配列した音響ダイアグラムを図 4-1 として呈示する。図 4-2 は、
表 4-2 の平均値をもとに作った音響ダイアグラムである。上段は縦軸に F3 を、下段は縦軸
に F1 をとり、両者とも横軸に F2 をとっている。なお、軸はすべて対数スケールで示し
た。 
図 4-1 と図 4-2 のF1-F2 図に呈示した音響ダイアグラムは、ほぼ母音チャートに相当す
るものである。記述の便宜上、図 4-1 と図 4-2 のF1-F2 図における分布をおよそ 4 等分し、
母音チャートの開口度クラスに分けて示している 13。 
図 4-1 からは、新彊チャハル方言の 9 種類の明瞭母音の、個人語レベルでの母音空間
における相対的な分布範囲が見て取れる。図 4-2 は、母音間の相対的な位置関係を代表
的に呈示したものである。 
図 4-1：母音の音響ダイアグラム（Stj。全語彙）     図 4-2：母音の音響ダイアグラム（Stj。平均値） 
   
 
まず、/o(o)/と/u(u)/以外の各母音の分布特徴を図 4-1 と図 4-2 の F1-F2 図から目視 
                                                  
13 すなわち、本稿は個人語レベルでの体系において、縦へ狭·半狭·半広·広の 4 クラス、横へ前舌·中舌·
後舌の 3 クラスを設けた上で、各母音をフォルマントの zone としてそれらの位置関係から捉えている（城
生 1997、福盛 1998 など、諸家がフォルマントを zone で捉える立場を示している）。 
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[()~()]として具現化される母音群であると判断する。なお、図 4-2 の F1-F2 図にお
ける各母音の位置関係から、個人語レベルでの母音体系の中では/u(u)/は[()]、/o(o)/
は[()]と捉えてよいと思われる。この記述はそれらの母音を中舌母音と見たプルブダシ
                                                  
14 本稿は、IPA 表記をするにあたり、音響ダイアグラム上浮き彫りになった個別言語（あるいは個人語）
の母音体系を重視する方針を採っているため、プロトタイプの値を示した Schwartz et al.(1997)における数
値をおよその目安としたが、それとの詳細な比較は避けた。 
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すくした。図 4-4 は、その加算平均値を示したものである。 
 
図 4-3：Stj と T における/o(o)/と/u(u)/（全語彙）     図 4-4：Stj と T における/o(o)/と/u(u)/（平均値） 
   




                                                  
17 本稿ではトルグード方言の母音のフォルマント値を数値で示すことを省いた。 
18 この結果はトルグード方言の母音を研究したトヤー（2009）に通じる。 
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チャハル方言は前述のようにそれを中舌母音の[()]と[()]として調音する。ただし、
/o(o)/と/u(u)/は分布領域において両方言間多少重なる部分がある。   
また、対比的に捉えやすくするため、図 4-5 にはトルグード方言(T)と新彊チャハル方
言(Stj)の/o(o)/と/u(u)/母音のフォルマント値をBark値に変換したうえで正規化し 19、母
音 3 角形の中に統一して示しておく。 
図 4-5：V 値による母音の散布図（T,Stj） 
 




図 4-6：三方言における/o(o)//u(u)/の比較（平均値） 図 4-7：母音の音響ダイアグラム（Utj）  
  
ここからさらに、図 4-6から、新彊チャハル方言およびトルグード方言における/o(o)/、
                                                  
19 石锋&时秀娟（2007）では、相対的な母音パターン図を呈示するために、まず母音のフォルマント周波
数を Hz 単位から Bark 単位に変換し、その上で、いわゆる V 値を算出している。数値の差異を聴覚に近づ




って、まず F1 値と F2 値の Hz 単位を Bark 単位に変換し、その上で V1=[(B1x-B1min)/(B1max-B1min)]×100,        
V2=[(B2x-B2min) /(B2max-B2min)]×100 式を使って V1 値と V2 値を算出した(石锋＆时秀娟 2007 参照)。         




であることが図 4-7 のF1-F2 図からも看取される 20。 
図 4-6 のF1-F2 図から全体的に見てとれることは、三方言における/o(o)/と/u(u)/は前
舌から後舌にかけての母音空間 21を三つの領域に分けて分立していることである。すな
わち、巨視的な分布として新彊チャハル方言の/o(o)/と/u(u)/の領域はそのほかの 2 方言






また、図 4-6 のF2-F3 図に目を移して観察してみると、3 組の円唇母音のF3 の値は全般
的に他より低く位置していることがわかる。その中に、トルグード方言の/o(o)/と/u(u)/


















でいる可能性がある（図 4-7 の F2-F3 図参照）。 
21 母音空間は、三方言話者において多少ずれてはいるが、舌位置に関して巨視的に三つに分割して論じる
にはたいした差支えはないといえよう。 
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